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ワークショップ 小中学校における哲学教育と教員養成
 小中学校での哲学対話教育の成果
 報告者：河野哲也（立教大学） 土屋陽介（茨城大学） 村瀬智之（千葉大学）
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小中学校における哲学教育と教員養成 小中学校での哲学対話教育の成果
 目次
 子どもの哲学をめぐる２つの問い
 子どもの哲学とは、どんな「哲学」なのか？
 子どもの哲学の授業は、どのように行われるのか？
 子どもたちの感想
 結語
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日本の小中学校での子どもの哲学の授業
 子どもの哲学（Philosophy for / with Children）と呼ばれる対話型の哲学の授業が、世界各地の小・中・高校で行われているのは、ここまでの提題で示されたとおりである。
 しかし、それを日本の小中学校で実際に行ったら、いったいどのような授業になるのだろうか、ということが、おそらく多くの方の最大の関心事であろう。
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子どもの哲学をめぐる２つの問い
 本ワークショップの予稿より
 「小学生に哲学なんて！？」と思うのは当然だ。人生経験や知識に乏しく、言葉も未発達の子どもに、哲学ができるとは信じられないだろう。しかし、実は世界ではすでに始まり、成果を上げつつあるのだ。それはどんな哲学なのか。どんな風にやるのか。
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子どもの哲学をめぐる２つの問い
 以上の予稿の文言には、２つの問いが含まれているように思われる。
 → 「人生経験や知識の乏しく、言葉も未発達の子ども」が行う「哲学」とは、
 ［問１］「どんな哲学なのか」？
 ［問２］「どんな風にやるのか」？
 ※ 以上の２つの問いに答えながら、私たちが小中学校で実践した子どもの哲学の授業の様子を報告することを、本提題発表の目的としたい。
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［問１］
 子どもの哲学とは、
 どんな「哲学」なのか？
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子どもの哲学とは、どんな「哲学」なのか？
 一般に、小中学生を主な対象とした子どもの哲学の授業では、「哲学者の名前や思想内容を学ぶこと」や「既存の哲学理論の内容を理解すること」などは、主要な目的とはされていない。
 子どもの哲学の授業で学ぶ中身
 哲学的に思考／対話するための方法および構え。
 ＝ 日々の生活の中で直面する答えの出ない問題を、 立ち止まってより一歩深めて考えるための技術や 態度。
 ＝ 対話を通して問題を共有し、一つの問題をみんな で共同で探求することを通して、思考を弁証法的 に深めていくための技術や態度。
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ＩＡＰＣのウェブサイトより ＩＡＰＣ（Institute for the Advancement of Philosophy
 for Children）のウェブサイトには、子どもの哲学の授業における達成度評価のための指針として、以下のチェック項目があげられている。（一部抜粋・改変）
 問いを論じることから議論を始められたか？ これまで理解していなかった問いや概念を理解できるように
 なったか？ 自分たちの意見の理由を述べあったか？ お互いの発言をよく聞いたか？ 論点を外さずに議論できたか？ お互いの考えをもとにして議論を進めることができたか。 相手を気遣いながら、お互いの議論の誤りを指摘しあうことが
 できたか。 知っていると思っていたことについて、より懐疑的になれたか。 お互いに信頼しあえたか。
 ※ 以上の項目は、哲学的に思考／対話するための方法・構えが具体的にどのようなものであるかについて、示唆を与えてくれている。
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私たちが実践した授業の目標
 私たちが小中学校で実践してきた子どもの哲学の授業では、主として以下のような姿勢／構えを子どもたちに身につけさせることを目標として、授業を設計してきた。
 リラックスした雰囲気の中で、ふだんはあまり考えないような問いについて、じっくり・ゆったりと「考える」という体験をする。
 答えのない問いを前に「わからない」「考え込む」という体験をして、すぐに答えが見つからない問いに対しても、粘り強く考える（問いにしがみつく）ことができるようにする。
 日々の生活の中に疑問を見出し、それを自分自身の言葉で問いの形にできるようにする。
 自分の意見を主張しあうのではなく、「問いあう」ことを中心とした対話の空間を作り出す。
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私たちが実践した授業の目標
 みんなで協力しあい、お互いに触発しあいながら、一つの問いを探求できるようにする。
 言葉（ロゴス）を信頼し、お互いに理由を示しあいながら、言葉を尽くして対話できるようにする。
 他の人の意見を踏まえて（他の人の意見と関連させて）、自分の考えを発展させたり修正したりできるようにする。
 自分の私的な考えを、公的な場面で公的な意見として発言できるようにする。
 他の人の発言をよく聞き、どんな意見が出てきてもきちんと受け止めて探求することで、お互いに信頼しあい、自分が本当に考えていることを率直に発言できるような環境を作り上げる。
 → 「安全な共同体（Safe Community）」の実現
 ※ 以上のような目標の達成という観点から、哲学対話教育の意義と効果をどのように測定・評価すればよいか、という課題についても、現在研究チームとして取り組みを開始している。 → 応用哲学会ワークショップ「対話型哲学教育の効果測定と評価」
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［問２］
 子どもの哲学の授業は、
 どのように行われるのか？

Page 12
                        

海外で実践されている子どもの哲学の授業
 海外で実践されている子どもの哲学の授業は、最も標準的なパターンとしては、以下の手順に従って行われる。
 ステップ１：教室に椅子でサークルを作る
 ステップ２：教材（マテリアル／探求の素材）を共有する
 リップマンが開発した教材（哲学小説）や、そのほかの物語、絵本、マンガ、映画などを読み（鑑賞し）、感想や思いついたアイデア、疑問に思ったことなどをみんなで自由に述べあう。教員は、子どもたちから出てきたアイデアや疑問などを黒板に書いていく。
 ステップ３：みんなで探求する「問い」を作る
 黒板を見たり、教員の助けを借りたりしながら、教材の中からみんなで対話したい／探求したい「問い」を作る。
 ステップ４：「問い」をみんなで探究する
 教員がファシリテーター（進行役）を務めて、みんなで作った「問い」について、みんなで話しあいながら考えを哲学的に深めていく。
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私たちが実践した授業の手順
 私たちのこれまでの小中学校で実践では、だいたい以下の３ステップの手順に従って授業を行ってきた。
 ステップ１：話しあいの問いを作る
 ステップ２：問いを問いあう･･･質問ゲーム
 ステップ３：みんなで話しあいながら考える
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実施クラスの基礎データ
 学校・学年・回数
 立教小学校５年生･･･私立男子校
 2011年10月14日・17日・18日（３回）
 玉川小学校４年生･･･私立共学校（12ヶ年一貫教育）
 2011年11月14日・21日・28日（３回）
 開智中学校１年生･･･私立共学校
 2012年４月より年間14回授業
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実施クラスの基礎データ
 実施クラスとクラス規模
 立教小学校：３クラス（Ａ組・Ｂ組・Ｃ組）
 １クラスの人数･･･40人
 玉川小学校：１クラス（松組）
 １クラスの人数･･･30人（男子13・女子17）
 開智中学校：５クラス（Ｆ組・Ｇ組・Ｈ組・Ｉ組・Ｊ組）
 １クラスの人数･･･30人
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ステップ１：話しあいの問いを作る
 日々の生活の中に疑問を見出し、それを自分自身の力で（哲学的な共同探求が可能な）「問いの形」にするために、クラス全員で話しあいながら「話しあいの問い」を作る。
 授業の冒頭で、子どもの哲学の授業風景を記録したドキュメンタリー映画『ちいさな哲学者たち』を５分間程度上映する。
 映画と同じような話しあいの授業を行うことを告げた上で、「みんなで話しあいながら考えてみたいテーマ」について発言を促す。発言は黒板に整理しながら記録する。
 ある程度テーマが出てきたら、テーマの間の連関を考察する。
 テーマの間の連関について考察できたら、出てきたテーマを使って「みんなで話しあうための問い」を決めていく。 → 最終的には多数決も使って問いを決めていくが、できるだけ
 「包括的な質問」「考えやすい質問」を考えるように促す。
 ※ 開智中学校での実践では、以上とは異なるやり方で授業を行った。
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クラスごとに決まった「話しあいの問い」
 立教小学校・Ａ組
 死とは何か？
 立教小学校・Ｂ組
 大震災のように予測できない大事件に対して、対策をどうすればいいのか？
 立教小学校・Ｃ組
 本当の幸せって何か？そして、どうやって人生の中でそれに近づいていくか？
 玉川小学校・松組
 未来ってだれがつくる？
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ステップ２：問いを問いあう
 自分の意見を主張しあう「議論」ではなく、「問いあう」ことを通して問題を共同で探求する「哲学対話」を体験するために、小グループに分かれて「質問ゲーム」を行う。
 ４～５人の小グループに分かれて、ステップ１で決めた「話しあいの問い」について「質問ゲーム」を行う。
 「質問ゲーム」のポイント
 全員が必ず質問し、質問される体験をすることができる。
 教員の圧力や、みんなの前で発言する圧力を気にせずに、リラックスした雰囲気の中で自由に意見交換を行うことができる。
 哲学における質問とは、相手を詰問・尋問するためのもの（＝ディベート）ではなく、相手の考えをよく理解して自分の考えを深めるためのもの（＝哲学対話）である、ということを体験的に学び取ることできる。

Page 26
                        

私は○○だと思います。 なぜなら××だからです。
 なぜ～～だと思うので
 すか？
 なぜなら･･･
 ～～の場合はどう思いますか？
 ～～ってどういうこと（どういう意
 味）ですか？
 ～～の例をあげてもらえませんか？
 質問者
 質問者
 質問者
 たとえば･･･
 なぜ～～だと思うので
 すか？
 １人５分で次の人と交代
 質問者
 発表者
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ステップ３：みんなで話し合いながら考える
 クラスメイトのいろいろな意見を聞いて、お互いに思考を触発しあいながら、みんなで言葉を尽くして一つの問いを探求するために、クラス全体で哲学対話を行う。
 教室に椅子でサークルを作る。
 ステップ２の「質問ゲーム」で、グループごとに行った話しあいの内容をクラス全体でシェアする。
 シェアが終わったら、ステップ１で決めた「話しあいの問い」に立ち戻り、シェアした内容を踏まえながら、クラス全体で話しあって「問い」を共同で探求する。
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ステップ３：みんなで話し合いながら考える
 クラス全体での哲学対話（探求の共同体: Community of Inquiry）における教員の役割。
 進行役・司会役（ファシリテーター）。
 子どもの発言をよく聞いて、その発言との連関を意識させながら、次の発言を促す。
 子どもの発言の中にわからないことがあったら、率先してどんどん質問する。
 • 子ども自身が自分の思考を明晰化することを助ける。
 • 問う姿勢を示すことで、子ども同士で問いあうことを促す。
 議論がテーマから外れすぎないように見守る。
 沈黙に耐えて、子ども自身から発言が出てくるのを待つ。
 子ども自身が思考し発言することを重視するため、教員による議論の整理は必要最小限に留める。
 その代わりに、教員は、議論の哲学的深まりの鍵となる子どもの発言に注目し、その発言との関連において質問や発言を促すことによって、問いを哲学的に深めていく。
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対話事例（１） 玉川小学校・４年松組の３時間目
 実際にどのような対話が行われたのかについて、玉川小学校の４年松組での対話を例にとって紹介する。
 話しあいの問い･･･『未来ってだれがつくる？』
 → 「質問ゲーム」を通して、“そもそも「未来」って何なのか？”という問いが子どもたち自身から出てきた。
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対話事例（１） 玉川小学校・４年松組の３時間目
 ［１］「みんなにきょうつうする未来」と「自分の未来」がある。
 （Ａ）みんなにきょうつうする未来･･･みんなできめる
 自分の未来･･･自分できめる
 ↓↑
 （Ｂ）みんなにきょうつうする未来･･･「天才」や「せんきょでえらばれた人」がつくる
 （Ｃ）みんなにきょうつうする未来･･･「科学者」がつくる
 （Ｄ）自分の未来･･･「親」がつくる
 ［２］「ゆめのある未来」と「ふつうの未来」がある。
 （Ｅ）ゆめのある未来･･･自分がつくる
 ふつうの未来･･･だれでもない
 ↓↑
 （Ｆ）未来はだれもつくれない
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対話事例（１） 玉川小学校・４年松組の３時間目
 「質問ゲーム」を通して出てきた以上の論点をシェアした上で、 「未来ってだれがつくる？」という当初の問いに戻り、クラス全体で話し合って考えた。
 議論は次第に、
 未来には「変えられる未来」と「変えられない未来」の二種類があるのか？
 運命はあるのか？
 といった問いの探求へと移っていった。
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立教小学校での対話
 Ａ組：死とは何か？ 「死はみんな不幸か？」というサブテーマを中心にして、死が不幸になる場合と幸福になる場合を検討した。「死は幸せでも不幸でもない」という意見についても検討した。
 Ｂ組：大震災のように予測できない大事件に対して、 対策をどうすればいいのか？
 「防波堤を作る」「避難訓練を行う」「未来の科学者を育てる」「何もしない（他のことにお金をかける）」という４つの意見について、それぞれのメリットとデメリットを検討した。
 Ｃ組：本当の幸せって何か？そして、どうやって人生 の中でそれに近づいていくか？
 「生きているだけで幸せだ」という意見と、「本当の幸せとは、個人個人が自分の思いをつらぬいていくことだ」という意見を軸に、それぞれの意見の根拠の妥当性を検討した。「思いを貫けなかった人は不幸なのか？」「ボーッと生きていても幸せなのか？」などの論点が出た。
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対話事例（２） 開智中学校・１年生の３時間目
 開智中学校では、2012年度の１年間を通して哲学対話の授業を行うため、最初の３回は「話しあうとは何か？」という問いについて、話しあって考えた。
 ［１］「話しやすいとき・話しにくいとき」をテーマに「質問ゲーム」を行う。
 ［２］「質問ゲーム」で話しあった内容をクラス全体でシェアする。
 → わからない点があったら、どんどん質問する。
 ［３］シェアした内容を踏まえて、クラス全体で話しあい、「話しあいのルール」を決める。
 ※ ルールを決めること自体が目的ではない。あくまでも「話しあうとは何か？」という問いをみんなで考えていくことが目的。

Page 41
                        

子どもたちの感想
 子どもの哲学の授業を体験した子どもたちからは、肯定的な感想が数多く寄せられた。
 配付資料
 ４･･･みんなの意見を尊重してよく聞く。
 みんなで一つのことを考えると、思ってもいなかった意見が聞けて、ためになった。
 反論されても嫌じゃない。
 ８･･･質問・答えを繰り返して、勝ち負け関係なく話しあう こ とが大切。
 ９･･･それぞれの考え方から、また別の考え方が生まれる。 その繰り返しで答えが見つからないのが哲学。
 12･･･めんどくさかったけど、楽しかった（！）

Page 42
                        

結語
 「子どもの哲学とはどんな哲学であり、どのようにして行うのか？」という、本発表の問いに対しては、私たちは以上の実践の観点から、次のように答える。
 子どもの哲学とは、哲学者の思想や理論を知識として学ぶためのものではなく、哲学的に思考／対話するための方法・構えを学ぶためのものである。
 そして、それを、ここまで見てきたような「哲学対話」の手法を通して体験的に学ぶのが、子どもの哲学の授業である。
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                                日本人学校の現状と学校経営課題の一考察 : 事例校 調査を通して · の私立在外教育施設も、日本人学校と同様に文部 科学省からの認定を受けており、卒業者は日本国

                            

                                                    
                                matsusemi.saloon.jpmatsusemi.saloon.jp/wp-content/uploads/2018/09/272454a1a... · Web view本論文は、高等学校と大学の円滑な接続のために、今後どのような取り組みが必要なのかを考えることを目的とする。日本では大学全入時代が到来したが、大学に明確な目的を持たずに進学する高校生が多い。また、日本の大学生の

                            

                                                    
                                子どもの学校外での学習活動に関する 実態調査報告...2009/03/23  · 子どもの学校外での学習活動に関する 実態調査報告 平成20年8月 文部科学省

                            

                                                    
                                学級経営・授業づくりこの指導資料は，通常学級における特別支援教育について， 「学級経営と授業づくり」のポイントをまとめたものです。

                            

                                                    
                                「いのち」のシステムの本質は多様性にある ==物学物理学の ... · 2010. 9. 29. · さらにその一方、モデル生物についての研究成果を受けて、

                            

                                                    
                                電気数学演習・講義ノート - EDB/CMScms.db.tokushima-u.ac.jp/DAV/lecture/125260/LectureNote/... · 2006-10-10 · 第1章 高校数学のおさらい この章では，高等学校で学んだ数学のうち，これから必要となるであろう幾つかの

                            

                                                    
                                政府による「学びの継続」のための『学生支援緊急 …...Ⅲ You are trying to maintain and continue “your study/research” from the long-term perspective by

                            

                                                    
                                Scalaで学ぶプログラミング言語の作り方 · Journal of Hamradio Informatics No.2 Scalaで学ぶプログラミング言語の作り方 Computation Models & Compiler on

                            

                                                    
                                ストーリー4 退学してもやり直せる！再入学・編入学で自分に … · 都立高校への転学・編入学・再入学q&a q q q q a a a a 補欠募集の時期

                            

                                                    
                                東京都の特別支援教育の沿革omiyananasatoboys.web.fc2.com/R1enkaku3.pdf〔都立科学工業高校内に間借りして開校 ⇒後の江東ろう学校⇒現：大塚ろう学

                            

                                                    
                                大学図書館からの学習支援の工夫...第13分科会 今、大学図書館では、変革する大学にあって求められる大学図書館像として学習支援や教育

                            

                                                    
                                発達障害の人々の心の健康を育てるために： 学校での心の健康の予防と支援 · 学校での心の健康の予防と支援 ... 見る目の向上をはかることが必要、という共通認識を前

                            

                                                    
                                Title オックスフォードの古典学と古典教育 : 歴史と …...莱,天文の4科 (quadrivium)のうち,文法 (ラテン語)は廃止され,その かわり修士課程にギリシア語が加わり,また教科書については,哲学ではア

                            

                                                    
                                支援専門職者の学びと被支援者の学びの関連：「浦 …Instructions for use Title 支援専門職者の学びと被支援者の学びの関連：「浦河べてるの家」における当事者支援の学びと支援

                            

                                                    
                                浜松市の多文化共生の取組み - soumu.go.jp · 外国人の子供の就学促進のため、外国人の子供の教育支援に係る関係機関と連携し、不就学

                            

                                                    
                                大学のアクティブラーニング - keinet.ne.jp · 学の教育力」に注目し、調査を続けている。 2010年度は前年度の初年次教育調査の問題意識

                            

                                                    
                                高性能計算のプログラミングの 最前線 - 東京工業大 …endo/files/endo-jssst14.pdf高性能計算のプログラミングの 最前線 東京工業大学 学術国際情報センター

                            

                                                    
                                Osaka University Knowledge Archive : OUKA...外勗丸児簍の学びを促ず在簪学級のあり方 一母語力どθ本語力の伸長を目指して一'餅 ヂ穂 外国人児童の学びを促す在籍学級のあり方

                            

                                                    
                                310 数学・中国 - nier.go.jp · 物理的な厚さでは，小学校用は約5mm，中学校用と高校用は5～9mmである。但し，小 学校及び中学校の最終学年の下冊はどちらも薄くなっており，内容の3

                            

                                                    
                                Jayantaの唯識批判 - 九州大学（KYUSHU UNIVERSITY）

                            

                                                    
                                大学生の対人ストレスにおけるコーピングスタイル …...広島大学大学院心理臨床教育研究センター紀要 第16巻 2017 大学生の対人ストレスにおけるコーピングスタイルと

                            

                                                    
                                調査結果の概要...学校における指導方法に関する取組みや学校における人的・物的な教育条件の整備の 状況等に関する調査 P3 2 学力・学習状況調査結果の概要

                            

                                                    
                                数学基礎演習 - 上越教育大学目標大学で学ぶ数学の基礎として必要になる，集合，写像，ユークリッド空間 の位相についての基本的なことをを解説する．

                            

                                                    
                                ウニ用高機能餌料の開発 ～磯やけのウニを商品化す …ウニ用高機能餌料の開発 ～磯やけのウニを商品化する～ 浦和寛[北海道大学大学院水産科学研究院／助教]

                            

                                                    
                                Title 自然科学の魅力を全ての人に 琉球大学大学教育センター報 = …ir.lib.u-ryukyu.ac.jp/bitstream/20.500.12000/40973/1/no19p117.pdf · 業では量子力学や相対性理論など、高校までの範囲では出会え

                            

                                                    
                                きょうだいの 文化的・生活実態 調査（日本）の報告 · 東京大学大学院経済学研究科 read 【 グローバル時代における自己の文化的価値観と環境

                            

                                                    
                                生物多様性条約での合成生物学 の議論 · 生物多様性条約での合成生物学 の議論 －第20回科学技術助言補助機関会合（sbstta20）での議論を中心に－

                            

                                                    
                                Interactive Physicsinteractivephysics.design-simulation.com/documents/ip/ip...Interactive Physics は物理学の学習を適確に支援します！ カリキュラムへの 組込み

                            

                                                    
                                高浜中学校の施設・教室紹介771,c...高浜中学校の施設・教室紹介 校内の各教室・施設を紹介します。まずは近隣の風景からご紹介します。本校の北側に隣接しているのが藤沢市立高砂小学校・その隣に見える緑の屋根の建物が藤

                            

                                                    
                                対数 対数学習 - 上越教育大学対数 のよさを実感する 対数学習 の構築 後藤 竜太 上越教育大学大学院修士課程 3 年 1. はじめに 対数は，高等

                            

                                                    
                                学生相談におけるオンラインカウンセリング …...京都大学学生総合支援センター 第48輯 19 論 文 学生相談におけるオンラインカウンセリングの可能性

                            

                                                    
                                金沢大学の教育改革と 新しい入試のあり方siva.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/ANA180810.pdfTOEFL-iBT. 80. 点. 大学院課程. 85 ％ 学士課程. 75 ％ 卒業までに留学、ボランティア、インターン

                            

                                                    
                                科学研究のベンチマーキング 2015...調査資料 – 239 科学研究のベンチマーキング2015 -論文分析でみる世界の研究活動の変化と日本の状況-
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